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です。 

 

（東京電力ＨＤ：菅野ＧＭ） 

 そのとおりです。先ほどの参考の３に書いた資料の、スクラムした場合と、それからス

クラムしなくてＡＯＰの対応をしている最中にスクラムしたあとの措置。 

 

（田中委員） 

 ですよね。それでよろしいですよね。そうしたら、最初にはＡＯＰではないですか。 

 

（東京電力ＨＤ：菅野ＧＭ） 

 最初からスクラムしたので。 

 

（田中委員） 

 いや、だから、ＡＯＰを使っていたときにやりなさいということですよね。ＥＯＰをや

る前にＡＯＰでやっていたときに対応しなさいと言っているのです、これは。だからＡＯ

Ｐは使っていたことになるではないですか。 

 

（東京電力ＨＤ：菅野ＧＭ） 

 地震と同時にスクラムしていますので、まずは…。 

 

（田中委員） 

 そうしたらＡＯＰを使っていないですから、最初に適用範囲というところだと思うので

すけれども、それは使えないですよ。不備です。ＡＯＰでやっているときにこういうこと

が来たら自然災害のところに行きなさいという言い方ですよね。よく読んでください。 

 

（東京電力ＨＤ：菅野ＧＭ） 

 ちょっと、具体的な条件の話になっていますから。 

 

（田中委員） 

 では、それは文書を書きますから、答えてください。 

 

（東京電力ＨＤ：菅野ＧＭ） 

 はい。 

 

（田中委員） 

 それで、私は少しお願いというか、もう少し柏崎刈羽原子力発電所の保安規定と東京電

力ホールディングスの柏崎刈羽原子力発電所の保安規定、それから運転手順書を、今、よ

く読んでいるところなのですけれども、いろいろ疑問があるのです。ぜひ、委員会で、今

日も少しあったと思いますけれども、保安規定と運転手順書が本当に福島第一原子力発電


